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安芸高田市
八千代支所
美土里支所
高 宮 支 所
甲 田 支 所
向 原 支 所

☎・お太助フォン 42-2111（代）
☎・お太助フォン 52-2111
☎・お太助フォン 54-0311
☎・お太助フォン 57-0311
☎・お太助フォン 45-4111
☎・お太助フォン 46-3111

本庁・支所連絡先

安芸高田市ホームページ
http://www.akitakata.jp

市役所開庁時間 8:30～17:15
(土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁)

12月のイベント情報
今月開催の市内イベント情報をお知らせします

今年度入館作家のラストシーズンの展示
替えに伴い、一日限定無料開放を行いま
す。入館作家による作品解説、作品鑑賞を
お楽しみください。
■ギャラリートーク
□時13時15分～
□所〈A棟〉展示室
■わくわくコンサート（ハッピーマリンバ）
□時10時30分～
□所TOKUBETU企画展示室〈Ｈ棟〉

■ワークショップ
『絹でつくるイチゴちゃん』
～真っ赤な絞染で作るイチゴの細工物～
昔から引き継がれた布を使って、かわいい
イチゴをつくりませんか。
□時13時～15時
□料1,500円／1人
定員：10名
講師：安野克美さん
　　 （古布ちりめん教室講師）
『手作り遊具であそぼう』
『紙コップタワーに挑戦！』
□料無料

東京大学史料編纂所准教授の末柄豊氏を講師に迎え、
宍戸司箭の実像を探る公開講座を行います。

東広島市教育委員会の吉野健志氏によるロビートークを
行います。

人と人とが手を取り合って生きていけるまちを創る
ため、他人の考えに触れ、自分の心を振り返る機会
として、人権週間の前の週に開催されます。公募で
集まった人権標語の授賞式のほか、玉城ちはるさんによるトーク＆コンサート、八千代町内の
小中学生が日常で感じた想いを発表する『青少年の声を聴く会』などが行われます。
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八千代の丘美術館冬まつり

宍戸隆家生誕500年記念
ロビートーク「前期宍戸氏を語る」

心耕祭

□所 八千代の丘美術館（八千代町勝田）
□問 八千代の丘美術館　☎ 52-3050

□所 クリスタルアージョ（吉田町吉田）
□時 13時30分～15時30分
□料無料　※要申込
□問 歴史民俗博物館　☎・お太助フォン42-0070

□所 歴史民俗博物館（吉田町吉田）
□時 14時～15時30分
□料無料　※申込不要
□問 歴史民俗博物館　☎・お太助フォン42-0070

□所 八千代文化施設フォルテ（八千代町佐 井々）
□時 13時～
□問 八千代人権福祉センター
　☎・お太助フォン52-7500
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２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
外
国
人
が
日

本
を
訪
れ
ま
す
。
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
周
辺
の
東
京
都
市
圏

の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
を
周
遊
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
最
近
の
外
国
人
の
日
本
の
観

光
に
対
す
る
趣
向
が
、
有
名
な
京
都
・
奈
良
の

観
光
地
を
見
て
、
一
流
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、

電
化
製
品
を
土
産
に
す
る
こ
れ
ま
で
の
パ
タ
ー

ン
か
ら
、
地
方
の
風
景
や
生
活
様
式
、
芸
能
や

文
化
を
鑑
賞
・
体
験
し
、
田
舎
の
旅
館
や
民
泊

で
宿
泊
す
る
傾
向
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
本
市
に
は
、
毛
利
元
就
の
居
城
郡
山

城（
日
本
百
名
城
）・
甲
立
古
墳
の
２
つ
の
国
指

定
史
跡
や
、
伝
統
文
化
・
芸
能
と
し
て
、
神
楽
・

田
楽
が
あ
り
ま
す
。
特
に
神
楽
に
つ
い
て
は
、

市
内
22
神
楽
団
の
協
力
に
よ
る
年
間
１
５
０
日

間
の
定
期
公
演
を
は
じ
め
、
高
校
生
の
神
楽
甲

子
園
、
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
東
京
公
演
を

通
じ
、
全
国
に
魅
力
を
発
信
し
、
皆
様
か
ら
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
島
市
を
中
心
と

す
る
広
域
都
市
圏
の
神
楽
ま
ち
起
こ
し
協
議
会

（
会
長
安
芸
高
田
市
長
）
で
は
、
広
島
県
の
協

力
の
も
と
メ
キ
シ
コ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ラ
ン
ス

（
パ
リ
コ
レ
）
な
ど
全
世
界
に
神
楽
を
発
信
し

成
果
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
宿
泊

に
つ
い
て
も
、
既
存
の
旅
館
に
加
え
、
神
楽
門

前
湯
治
村
・
た
か
み
や
湯
の
森
・
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
川
根
な
ど
の
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、

数
多
く
点
在
す
る
未
利
用
施
設
の
お
寺
・
空
家

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
魅
力
的
な
施
設
を

活
用
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
外
国
人
に
意
思
を
伝
達
す
る
場

合
、
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
等
の
外
国
語
を

使
う
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
が
、
外
国
語
を
学

ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
難
し
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
特
に
日
本
で
は
、
文
法
等
の
形
式
が
重

視
さ
れ
、
外
国
語
が
活
用
で
き
に
く
い
現
状
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、社
会
教
育
の
一
貫
と
し
て
、

公
民
館
活
動
等
で
市
民
向
け
に
講
座
を
開
い
て

も
、
外
国
語
を
使
い
こ
な
せ
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
２
０
２
０
年
か
ら

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
小
学
校
で
外

国
語（
英
語
）
が
教
科
に
な
り
ま
す
。
い
ま
ま
で

週
１
時
間
、
聞
く
・
話
す
を
中
心
と
し
た
英
語

に
慣
れ
親
し
む
こ
と
を
目
的
に
５
・
６
年
生
で

実
施
し
て
い
た
こ
と
を
３
・
４
年
生
で
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
５
・
６
年
生
は
新
た
に
週
２
時

間
の
外
国
語
教
科
を
新
設
し
、
体
系
的
に
教
科

と
し
て
学
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
現
状
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
は
、
外

国
語
に
対
し
て
非
常
に
抵
抗
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
今
後
、
市
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、

日
本
人
・
外
国
人
の
い
か
な
る
人
に
対
し
て
も
、

意
思
を
相
手
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。
相
手
の
顔
を
見
て
話
す
こ
と
や
手
紙

な
ど
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

原
点
と
し
て
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
私
は
、「
市
民
総
ガ
イ
ド
構
想
」と
題
し
て
、

た
と
え
語
学
が
不
得
意
で
あ
っ
て
も
、
身
振
り

手
振
り
で
相
手
に
意
思
を
伝
え
る「
原
体
験
」、

ス
マ
ホ
の「
翻
訳
機
能
の
活
用
」
を
通
し
て
市

民
の
皆
様
が
全
員
ガ
イ
ド
と
し
て
、
ご
活
躍
い

た
だ
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

市民総ガイド構想

宍戸隆家生誕500年記念
公開講座「宍戸司箭の実像を探る」
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